
部 品 登 録 申 込 書
年    月    日
受付番号：　　　　　　　
                              　　　　     　　　　　　 　　　　　　（ＪＥＴ記載欄）
一般財団法人  電気安全環境研究所
  理事長  殿    
                                        　住  　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会 社 名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　             　　　印
　下記の部品等について、ＪＥＴ認証部品等登録要領に基づく登録を受けたいので同実施要領 4.1項の規定により、次のとおり申し込みます。
記
1． 品名：太陽電池モジュール用コネクタ
２．型番：
３．定格等
    　定格電圧、定格周波数、定格電流等（材料、形状、寸法等の技術的情報を添付して下さい）
　　　＊詳細は申込書別紙に記載して下さい
４．認証申込者の名称及び住所：
５．登録方式：      □　部品メーカー登録方式
                    □　セットメーカー登録方式
６．製造工場の名称及び住所：（複数の場合、全て記載）
７．試験基準：      □  電気用品安全法　技術基準省令の解釈
                        （別表　　　　　                    　        ）
                    ■  その他
（試験基準：IEC61730-1;2004 5.1,5.3,及び7.3項）
８．申込み：        □  新規申込
                    □  追加申込（登録証番号：                     ）
９．認証申込に関する連絡先・担当者（会社名、住所、ご担当者名、TEL、FAX、E-mail）
部品登録に関する詳細情報について（申込書別紙）
1. コネクタの仕様
	(1) 製造者名
	

	(2) 型番及び定格（別紙可）

	型番
	定格

電圧(V)
	定格

電流(A)
	工具を用いないで分離出来るか
	接地
極の有無
	最も薄い箇所の厚さ(mm) （もしわかれば）

	
	
	
	 FORMCHECKBOX 
Yes  FORMCHECKBOX 
No
	
	

	
	
	
	 FORMCHECKBOX 
Yes  FORMCHECKBOX 
No
	
	

	
	
	
	 FORMCHECKBOX 
Yes  FORMCHECKBOX 
No
	
	

	
	
	
	 FORMCHECKBOX 
Yes  FORMCHECKBOX 
No
	
	

	
	
	
	 FORMCHECKBOX 
Yes  FORMCHECKBOX 
No
	
	

	
	
	
	 FORMCHECKBOX 
Yes  FORMCHECKBOX 
No
	
	

	
	
	
	 FORMCHECKBOX 
Yes  FORMCHECKBOX 
No
	
	

	
	
	
	 FORMCHECKBOX 
Yes  FORMCHECKBOX 
No
	
	

	
	
	
	 FORMCHECKBOX 
Yes  FORMCHECKBOX 
No
	
	

	
	
	
	 FORMCHECKBOX 
Yes  FORMCHECKBOX 
No
	
	

	
	
	
	 FORMCHECKBOX 
Yes  FORMCHECKBOX 
No
	
	

	
	
	
	 FORMCHECKBOX 
Yes  FORMCHECKBOX 
No
	
	

	
	
	
	 FORMCHECKBOX 
Yes  FORMCHECKBOX 
No
	
	

	
	
	
	 FORMCHECKBOX 
Yes  FORMCHECKBOX 
No
	
	

	
	
	
	 FORMCHECKBOX 
Yes  FORMCHECKBOX 
No
	
	

	(3) 絶縁材料一覧

コネクタに使用される全ての絶縁材料を、ブッシングやＯ－リングも含めて全て記載してください。またどの部分に使用される絶縁材料か図面等に明記して下さい。この中から「充電部の支え
に適用する重合材料をＪＥＴで選択し、該当する絶縁材料は本試験にて各種試験を実施します。

	材料名
	製造者
	銘柄名
	厚さ(mm)
	色
	CMJ登録番号

（もしあれば）　a)

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	(4) 必ず図面（メス・コネクタとオス・コネクタ）を添付して下さい。（別紙を添付して下さい）

必ずどの部分にどの絶縁材料が使用される図面に明記して下さい。


注 a)： CMJ登録制度は電気製品の認証を経済的・効率的に行うために、製品に使用される部品・材料を事前に登録する制度で、絶縁材料の登録機関は一般財団法人　電気安全環境研究所です。

　　　　 燃焼性（水平燃焼および垂直燃焼）の登録があれば、5.3項 a)の燃焼性等級試験が省略可能です。
登録番号例：“Ｖ－００００”、“Ｈ－００００”

参考：　CMJ 登録制度データベース　http://www.jet.or.jp/jetdb
	(5) 端子ボックス－コネクタ間のケーブルを除く、対象コネクタに接続する全てのケーブル（PSEマークまたはSマーク付きであること）の情報を記入して下さい（別紙可）

	1.
	Sマークの有無

 FORMCHECKBOX 
  有    FORMCHECKBOX 
  無
	S-JET認証番号
	

	
	
	型番
	

	
	PSEマークの有無 FORMCHECKBOX 
  有    FORMCHECKBOX 
  無
	<PS>E の表記
	<PS>E                                         
（例：<PS>E JET AAA 227 IEC 52 2x0.75mm2 BBBBB）

	
	導体面積とケーブル外径
	導体面積        sq  / ケーブル外径       mmφ

	2.
	Sマークの有無

 FORMCHECKBOX 
  有    FORMCHECKBOX 
  無
	S-JET認証番号
	

	
	
	型番
	

	
	PSEマークの有無 FORMCHECKBOX 
  有    FORMCHECKBOX 
  無
	<PS>E の表記
	<PS>E                                         
（例：<PS>E JET AAA 227 IEC 52 2x0.75mm2 BBBBB）

	
	導体面積とケーブル外径
	導体面積        sq  / ケーブル外径       mmφ

	3.
	Sマークの有無

 FORMCHECKBOX 
  有    FORMCHECKBOX 
  無
	S-JET認証番号
	

	
	
	型番
	

	
	PSEマークの有無 FORMCHECKBOX 
  有    FORMCHECKBOX 
  無
	<PS>E の表記
	<PS>E                                         
（例：<PS>E JET AAA 227 IEC 52 2x0.75mm2 BBBBB）

	
	導体面積とケーブル外径
	導体面積        sq  / ケーブル外径       mmφ

	4.
	Sマークの有無

 FORMCHECKBOX 
  有    FORMCHECKBOX 
  無
	S-JET認証番号
	

	
	
	型番
	

	
	PSEマークの有無 FORMCHECKBOX 
  有    FORMCHECKBOX 
  無
	<PS>E の表記
	<PS>E                                         
（例：<PS>E JET AAA 227 IEC 52 2x0.75mm2 BBBBB）

	
	導体面積とケーブル外径
	導体面積        sq  / ケーブル外径       mmφ

	5.
	Sマークの有無

 FORMCHECKBOX 
  有    FORMCHECKBOX 
  無
	S-JET認証番号
	

	
	
	型番
	

	
	PSEマークの有無 FORMCHECKBOX 
  有    FORMCHECKBOX 
  無
	<PS>E の表記
	<PS>E                                         
（例：<PS>E JET AAA 227 IEC 52 2x0.75mm2 BBBBB）

	
	導体面積とケーブル外径
	導体面積        sq  / ケーブル外径       mmφ

	6.
	Sマークの有無

 FORMCHECKBOX 
  有    FORMCHECKBOX 
  無
	S-JET認証番号
	

	
	
	型番
	

	
	PSEマークの有無 FORMCHECKBOX 
  有    FORMCHECKBOX 
  無
	<PS>E の表記
	<PS>E                                         
（例：<PS>E JET AAA 227 IEC 52 2x0.75mm2 BBBBB）

	
	導体面積とケーブル外径
	導体面積        sq  / ケーブル外径       mmφ


2. 予備確認
本試験の前に、必ず、コネクタ現物（メス・コネクタとオス・コネクタを分離した状態各２個、
ケーブルを付けない状態）を送付して下さい。試験品を分解し損傷することがあります。
　 FORMCHECKBOX 
  同意します      FORMCHECKBOX 
  同意しません
3. 本試験 （IEC61730-1の要求事項）
以下の項目に必要事項を記入してください。赤文字の部分に記入もしくはチェックを入れて下さい。
追記1：IEC61730-1:2004には具体的な試験規格が記載されていない項目があります。そのため、依
頼者様とJETにて最も一般的な規格の適用を協議する必要がございます。チェックボックスが
ある項目につきましては要求事項に同意頂けるかどうか、回答お願いします。
追記2：「～に使用されている絶縁材料」･･･製品そのものの形状ではなく、測定用に別途、規定の大き
さに成形加工した試験片を意味します。

追記3：「最終製品」･･･製品そのものの形状を意味します。

事前にJETで試験済みの項目がある場合は記載下さい。
（JETでの成績書の保管期間は２年間です）
依頼試験成績書番号または部品認証受付番号                                                  
登録書の言語を選択して下さい。   FORMCHECKBOX 
  和文　 FORMCHECKBOX 
  英文　 FORMCHECKBOX 
  和文＋英文（追加料金有）

認証時に発行される登録書の付属書にＰＶモジュール認証に必要な情報は記載されます。更に具体的な数値データ入り成績書詳細版発行をご希望される場合は以下に記載して下さい。

   FORMCHECKBOX 
  和文（追加料金有）　 FORMCHECKBOX 
  英文（追加料金有）　 FORMCHECKBOX 
  和文＋英文（追加料金有）   FORMCHECKBOX 
  不要
3-1．コネクタに使用されている絶縁材料に対する要求事項
	項目
	IEC61730-1（構造に対する要求事項）仕様

	5.1

7.3.1
	RTI値

コネクタに使用されている絶縁材料について、RTIの認証を取得していることを証明する書類を必ず添付してください。

	5.3 a)


	燃焼性等級 及び 大電流アーク（HAI）
(1) 対象はコネクタに使用されている絶縁材料
(2) 試験規格：燃焼性等級 IEC60695-11-10：1999 +Amd.1:2003　
大電流アーク発火等級 UL746C 11項
(3) 下記のどれか一つを満たすこと
1.燃焼性等級HB 及び HAIが60    2.燃焼性等級V-2及びHAIが30
3.燃焼性等級V-1及び HAIが30    4.燃焼性等級V-0及びHAIが15
Note: 大電流アーク発火等級の試験は、要求値を満たした時点で完了とします。

例: 燃焼性等級がV-0であった場合、大電流アーク発火等級15を超えた時点で試験適合完了。
 FORMCHECKBOX 
  同意します      FORMCHECKBOX 
  同意しません 

	5.3 b)
7.3.1
	耐トラッキング性
(1) 対象はコネクタに使用されている絶縁材料
(2) 最大システム電圧が601V～1500Vの場合でも、ASTM D2303（2.5kV印加で、1時間トラッキング

がないこと）の代替としてIEC60112（CTI250以上の確認）の試験を実施します。

 FORMCHECKBOX 
  同意します      FORMCHECKBOX 
  同意しません
(3) IEC60112によるPＴＩ２５０（250Ｖだけ測定）による方法、またはトラッキング破壊を生じたときの滴
下数と電圧の関係を示す曲線から５０滴に対応する電圧を求める方法のどちらかで要求値(ＣＴＩ２５０以上)を満たせば適合とします。
 FORMCHECKBOX 
  同意します      FORMCHECKBOX 
  同意しません

	5.3 d)
7.3.3 a)

	ＵＶ試験
(1) 対象はコネクタに使用されている絶縁材料
(2) 照射前後（1,000時間）で以下の試験を適用します。(ANSI/UL 746C)
1. 燃焼性試験（照射前後）IEC60695-11-20：1999+Amd.1:2003照射前後で燃焼性等級が変更しない
予想される燃焼性等級（既知の場合のみ下記記載）

(  FORMCHECKBOX 
 HB   FORMCHECKBOX 
 V-2   FORMCHECKBOX 
 V-1   FORMCHECKBOX 
 V-0 )
2. 引張試験（照射前後）  JIS K 7161：1994 (IDT: ISO5271)  引張速度 5mm/min
照射後の物性値が70％以上

3. 引張衝撃試験（照射前後）  ASTM D 1822-06 照射後の物性値が70％以上

 FORMCHECKBOX 
  同意します      FORMCHECKBOX 
  同意しません


3-2．コネクタ（最終製品）に対する要求事項
	項目
	IEC61730-1（構造に対する要求事項）仕様

	7.3.1
	耐電圧
印加電圧は2000V+4×定格電圧(V)とします。
 FORMCHECKBOX 
  同意します      FORMCHECKBOX 
  同意しません

	7.3.2
	分離に関する表示 「Do not disconnect under load」の表示があること

	7.3.3 b)
	防水性 IP55と同等の防水性であること

	7.3.3 c)
	衝撃試験
IEC61730-1では、既に廃版となっている「IEC61721」を引用しています。そのため、代替えとして以下の2つの試験を実施します。
1．IEC60512-5:1992 衝撃試験（タンブリングバレルによる）
 （理由：JIS C 8992-1:2010(IDT to IEC 61730-1:2004) 7.3.3 c)で引用されているため）

2．IEC60068-2-75:1997 衝撃試験（ハンマー試験）

（理由：IEC 61730-1の2nd Editionで採用される可能性が高いため）
 FORMCHECKBOX 
  同意します      FORMCHECKBOX 
  同意しません

	7.3.3 d)
	接近性

	7.3.4
	コネクタの極性

	7.3.5
	接地構成部分（アース極）の形状

	7.3.6
	工具を用いないで分離出来るコネクタの場合、接近可能な導電部がないこと


備考
1. 「コネクタに使用されている絶縁材料」のサンプルのサイズ･枚数について

 (1) 5.3 a) d) 燃焼性等級用（UV試験を含む）及び 大電流アーク用
[image: image1.png]


大きさ125mm ± 5mm×13mm ± 0.5mm 
厚さ 「申請した最も薄い箇所の厚さ(mm)」
を超えない厚さに調節して下さい 数量：45本

(2) 5.3 d) 引張・引張衝撃用（ＵＶ試験）

右記のダンベル形状： 数量:65本

厚さ 「申請した最も薄い箇所の厚さ(mm)」±10％

(3) 5.3 b) 耐トラッキング用大きさ 大きさ約100×100mm 厚さ：3.0mm以上 数量約5枚
2. 「コネクタ（最終製品）」のサンプルの形状・数量について
(1) 耐電圧試験用

　　　　  オスメス分離した状態（ケーブル付き）6セット

(2) 防水性試験用（ＩＰ55）

　　　　  オスメス分離した状態（ケーブル付き）5セット

(3) 衝撃試験用

       オスメス分離した状態（ケーブル付き）7セット
　　　   オスメス分離した状態（ケーブル付き／ケーブル長さ2.5m以上）4セット

(4) 表示、接近性等確認用

　　　　  オスメス分離した状態（ケーブル付き）1セット
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